
　

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
、
お
久
し
ぶ
り
で

す
。
昨
年
十
二
月
、
厚
木
航
空
基
地
隊
司
令
を
拝
命

し
、
福
井
県
の
自
衛
隊
福
井
協
力
本
部
長
か
ら
着
任
し

た
堀
１
佐
で
す
。
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
防
衛
省
自
衛

隊
、
と
り
わ
け
海
上
自
衛
隊
厚
木
航
空
基
地
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

出
身
は
、
宮
崎
県
の
延
岡
市
で
す
が
、
自
宅
を
南
林

間
に
構
え
、
妻
と
子
３
人
が
住
ん
で
お
り
ま
す
。
厚
木
航

空
基
地
に
は
、
通
算
３
回
の
勤
務
が
あ
り
、
第
五
十
一

航
空
隊
勤
務
時
に
は
副
長
を
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
二
十
年
十
二
月
か
ら
は
、
約
一
年
半
、
硫
黄
島
航
空

基
地
隊
司
令
と
し
て
も
勤
務
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

厚
木
航
空
基
地
は
、
厚
木
基
地
在
籍
の
部
隊
の
み
な

ら
ず
、
飛
来
す
る
航
空
機
等
に
対
す
る
航
空
管
制
・
気

象
・
航
空
救
難
・
宿
泊
・
給
養
・
車
両
・
衛
生
・
経
理

支
援
や
飛
行
場
等
施
設
の
警
備
・
維
持
管
理
、
ジ
プ
チ

派
遣
部
隊
等
の
経
理
支
援
な
ど
、
広
範
多
岐
な
業
務
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
硫
黄
島
航
空
基
地
隊
と
の
関
係
で

も
、
当
該
隊
員
は
本
土
と
の
往
復
で
厚
木
航
空
基
地
を

経
由
致
し
ま
す
し
、
司
令
部
も
厚
木
に
所
在
す
る
た

め
、
家
族
が
大
和
市
内
に
居
住
し
て
い
る
隊
員
も
数
多

く
、
そ
の
福
利
・
厚
生
や
家
族
支
援
等
も
当
隊
が
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
米
海
軍
艦
載
機
の
夜
間
離
着

陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
に
つ
い
て
は
、
騒
音
問
題
へ
の
対

応
の
た
め
、
米
軍
や
硫
黄
島
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
運
航
支
援
等
を
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
硫
黄
島
に
は
今
で
も
一
万
一
千
以
上
の

ご
遺
骨
が
眠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
秋
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
収
容
さ
れ
た
一
三
七

柱
の
ご
遺
骨
が
、
練
習
艦
「
か
し
ま
」
の
タ
ラ
ッ
プ
を

実
習
幹
部
達
に
し
っ
か
り
と
棒
持
さ
れ
て
登
り
、
帰
国

さ
れ
ま
し
た
。
硫
黄
島
や
遠
い
異
国
の
地
で
祖
国
の
行

く
末
を
案
じ
、
家
族
の
幸
せ
を
切
に
願
い
な
が
ら
斃
れ

ら
れ
た
多
く
の
尊
い
御
霊
の
上
に
我
が
国
の
現
在
の
平

和
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
を
改
め
て
深
く
胸
に
刻
み
つ
つ
、
最
近

の
安
全
保
障
環
境
、
と
り
分
け
中
国
に
よ
る
一
方
的

な
「
力
に
よ
る
現
状
変
更
や
海
洋
支
配
へ
の
試
み
」
を

見
る
に
つ
け
、
二
度
と
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い

「
不
戦
の
誓
い
」
実
現
の
た
め
に
も
、
切
れ
目
な
い
一

連
の
「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
」
及
び
「
国
際
平
和
支

援
法
」
の
制
定
が
焦
眉
の
急
と
感
じ
る
毎
日
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
広
島
で
の
洪
水
、
御
岳
山

等
の
噴
火
な
ど
相
次
ぐ
自
然
災
害
の
度
に
、
自
衛
隊
は

昼
夜
を
分
か
た
ず
、
ま
た
危
険
や
リ
ス
ク
を
顧
み
ず
、

救
助
活
動
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。「
軍
事
力
は
戦
う

た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
発
想
は
、
も
は
や

時
代
遅
れ
で
あ
り
、
災
害
救
援
に
加
え
て
紛
争
予
防
、

復
興
人
道
支
援
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
備
え
た
軍
事

力
の
役
割
は
、
国
際
社
会
全
体
に
大
き
く
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
戦
後
七
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で

す
。
半
島
や
西
の
海
で
は
必
ず
し
も
波
静
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
我
々
も
今
一
度
歴
史
を
紐
解
き
轍
を
踏
ま

ぬ
努
力
が
必
要
で
す
。
日
米
同
盟
の
か
な
め
の
基
地
と

し
て
、
隊
員
は
勤
務
の
傍
ら
阿
波
踊
り
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
で
米
軍
や
大
和
市
を
は
じ
め
近
隣
地
域
の
皆

様
と
の
交
流
も
図
っ
て
お
り
ま
す
。
遥
か
南
方
の
硫
黄

島
航
空
基
地
へ
の
業
務
支
援
も
含
め
、
厚
木
基
地
周
辺

の
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
継
続
し
た
ご
理
解
と
ご
支
援
、

ご
厚
情
な
く
し
て
は
海
自
の
任
務
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
海
自
厚
木

航
空
基
地
に
対
す
る
な

お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
大
和
市
自
衛
隊

協
力
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
を
祈
念
致
し
ま
し

て
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
、
五
月
一
日
付
で
厚
木
シ
ス
テ
ム
通
信
分
遣

隊
長
を
拝
命
し
ま
し
た
飯
塚
と
申
し
ま
す
。

　

厚
木
基
地
に
は
、
海
曹
時
代
に
当
時
の
厚
木
航
空
通

信
隊
に
勤
務
し
て
以
来
で
あ
り
、
今
回
指
揮
官
と
し
て

約
二
十
年
ぶ
り
に
着
任
し
ま
し
た
こ
と
に
、
大
き
な
感

銘
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
当
隊
の
任
務
は
、
厚
木
航
空
基
地
内
の
地
域

通
信
網
の
維
持
管
理
、
担
当
通
信
系
の
構
築
等
と
さ
れ

て
お
り
、
航
空
集
団
及
び
第
四
航
空
群
を
は
じ
め
と
し

た
厚
木
航
空
基
地
所
在
部
隊
に
対
す
る
通
信
支
援
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

海
上
自
衛
隊
の
通
信
は
、
モ
ー
ル
ス
、
テ
レ
タ
イ
プ

に
よ
る
無
線
通
信
か
ら
、
技
術
の
進
展
と
と
も
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
衛
星
通
信
へ
と
大
き
く
進

歩
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
も
、
指
揮
統
制
を
担
う
通
信
の
重
要
性

は
い
さ
さ
か
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
当
隊
は
、
前
線
で
活

躍
す
る
部
隊
へ
「
確
実
」、「
高
速
」
か
つ
「
正
確
」
な

通
信
を
提
供
す
べ
く
、
隊
員
一
同
、
日
々
の
業
務
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
我
々
が
職
務
に
専
念
で
き
る
の

は
、
皆
さ
ま
方
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
を
初
め
と
す
る

地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
が
あ
っ
て
の

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
引
き
続
き
海
上
自
衛
隊
、
そ
し
て
厚
木
航

空
基
地
所
在
部
隊
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
今
後
益
々
の

ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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近
年
の
自
衛
隊
の
活
動
範
囲
は
、
安
全
保
障
環
境
の

変
化
に
対
応
し
て
、
拡
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

長
期
間
に
わ
た
る
海
外
派
遣
等
の
機
会
が
増
え
続
け
て

い
る
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
平
成
二
十
七
年
六
月
一

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
得
意
な
分
野
で
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
当
協
力
会
を
含
む
支
援
６
団
体
が
、
部
隊

及
び
隊
員
の
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
相
互
の
調
整
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
連

絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
団
体
は
、
当
協
力
会
を
は
じ
め
自
衛
隊
厚
木
基

地
協
力
会
、
隊
友
会
県
央
支
部
、
父
兄
会
大
和
地
区
、

父
兄
会
海
老
名
・
綾
瀬
地
区
、
水
交
会
湘
南
支
部
の
６

団
体
で
あ
り
ま
す
。
初
代
の
厚
木
航
空
基
地
支
援
団
体

連
絡
協
議
会 

会
長
と
し
て
当
協
力
会
の
大
髙
会
長
が

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

連
絡
協
議
会
と
し
て
は
、
今
後
の
部
隊
側
か
ら
の
要

望
を
受
け
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
得
意
分
野
を

　

こ
の
度
、
本
会
紙
「
彩
雲
」
の
紙
面
を
お
借
り
し
て

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
私
は
、
前
任
地
の
横

須
賀
地
方
警
務
隊
本
部
か
ら
、
昨
年
十
二
月
十
日
付
け

で
厚
木
警
務
分
遣
隊
長
に
着
任
し
ま
し
た
田
代
と
申
し

ま
す
。

　

海
上
航
空
の
第
一
線
部
隊
が
配
置
さ
れ
て
い
る
当
航

空
基
地
で
勤
務
で
き
る
喜
び
と
と
も
に
、
初
の
勤
務
地

で
あ
る
た
め
、
緊
張
感
を
持
っ
て
職
務
に
当
た
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
警
務
隊
の
任
務
は
、
部
内
の
秩
序
維
持
に
専

従
す
る
者
（
特
別
司
法
警
察
職
員
）
と
し
て
、
犯
罪
に

関
す
る
司
法
警
察
業
務
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
部
隊
等
の

長
の
行
う
保
安
業
務
に
協
力
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

幸
い
に
し
て
こ
こ
し
ば
ら
く
、
当
航
空
基
地
で
は
警

務
隊
が
担
当
す
べ
き
事
件
の
発
生
は
な
く
、
こ
れ
も
ひ

と
え
に
各
隊
司
令
等
の
親
身
な
指
導
と
隊
員
個
々
の
資

質
及
び
自
覚
の
表
れ
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、

こ
の
無
事
故
の
最
も
大
き
な
要
素
は
、
隊
員
が
職
務
に

専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
で
あ
っ
て
、
背
景
に
は
、
皆

さ
ま
方
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
を
初
め
と
す
る
当
航
空

基
地
に
ご
理
解
の
あ
る
方
々
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
頂

い
た
結
果
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
基
地
に
所
属
す
る
隊
員
と
同
様
に
、
厚
木

警
務
分
遣
隊
の
職
務
に
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
皆
さ
ま
へ
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

念
頭
に
置
い
て
支
援
す
べ
き
事
業
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

設
立
理
事
会
へ
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
二
川
第
四
航
空
群
司
令
よ
り
、「
今
後
は
、
連
絡
協

議
会
が
６
団
体
の
窓
口
と
な
っ
て
支
援
し
て
く
れ
る
の

は
有
難
い
で
す
。
こ
の
連
携
が
６
団
体
の
大
き
な
輪
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
の
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

第
四
航
空
群
（
群
司
令
・
二
川
達
也
海
将
補
）
は
平

成
二
十
七
年
一
月
八
日
、
新
年
の
幕
開
け
に
際
し
、
今

年
一
年
の
飛
行
安
全
を
祈
願
し
て
初
訓
練
飛
行
を
実
施

し
ま
し
た
。
初
訓
練
飛
行
は
、
Ｐ

－

３
Ｃ
哨
戒
機
四
機

が
参
加
し
報
道
陣
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
初
訓
練
飛
行

に
先
立
ち
、

群
司
令
が
格

納
庫
内
に
整

列
し
た
隊
員

に
対
し
、
旧

年
中
の
隊
員

と
そ
の
家
族

の
労
を
労
う

と
共
に
「
Ｐ

－

１
の
実
戦

部
隊
へ
の
配

備
と
共
に
、

Ｃ

－

１
３
０

Ｒ
の
本
格
的

な
運
用
に
伴

う
整
備
作
業

新
成
人
に
記
念
写
真
の
贈
呈

激
励
品
の
贈
呈

に
対
し
て
記
念
写

真
二
組
（
本
人
と

ご
家
族
用
）
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

（
当
協
力
会
松
森
理

事
撮
影
）
贈
呈
は
、

二
川
群
司
令
同
席

の
も
と
、
会
長
の

大
高
昭
三
氏
か
ら

成
人
し
た
隊
員
代

表
の
第
三
航
空
隊 

谷
中
潤
希 

海
士
長

と
第
四
整
備
補
給

隊 

我
妻
明
日
香 

海
士
長
に
目
録
と

記
念
写
真
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
我

妻
明
日
香 

海
士
長

は
、
成
人
に
な
っ

た
喜
び
と
、
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
四
日
、

第
四
航
空
群
司
令

部
に
お
い
て
、
大

和
市
自
衛
隊
協
力

会
か
ら
厚
木
マ
ー

カ
ス
（
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
）
に
対
し
、

清
涼
飲
料
水
の
激

励
品
が
送
ら
れ
ま

し
た
。激
励
品
は
、

大
高
会
長
か
ら
二

川
群
司
令
同
席
の

も
と
、
山
崎
裕
貴 

監
督
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
チ
ー

ム
の
大
野
慎
二 

部
長
は
、
今
年
こ
そ
、
海
上
自
衛
隊

を
代
表
し
て
い
る
と
い
う
誇
り
を
胸
に
、
自
衛
隊
で
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
強
い
団
結
力
」
を
も
っ
て
関

東
リ
ー
グ
一
部
昇
格
を
目
指
し
ま
す
！
と
力
強
く
述
べ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
当

協
力
会
か
ら
硫
黄

島
航
空
基
地
隊
員

に
対
し
、
清
涼
飲

料
水
の
激
励
品
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

激
励
品
は
、
大
高

会
長
か
ら
二
川
群

司
令
同
席
の
も
と
、

硫
黄
島
航
空
基
地

隊
司
令
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
、
司
令
の
土
田
１
佐
よ
り
「
毎
年
隊
員
が
心
待

ち
に
し
て
い
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
り
、
勤
務
が
終
わ
っ
た

後
に
、
翌
日
の
英
気
を
養
う
た
め
の
一
杯
と
し
て
あ
り
が

た
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

※
硫
黄
島
航
空
基
地
は
、
大
和
市
か
ら
南
方
一
三
〇
〇

キ
ロ
に
位
置
し
て
い
る
硫
黄
島
島
内
に
あ
り
、
Ｎ
Ｌ

Ｐ
等
の
支
援
及
び
小
笠
原
諸
島
へ
の
災
害
派
遣
等
の

航
空
業
務
に
二
〇
〇
名
強
の
隊
員
が
元
気
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　

二
月
十
二
日
、
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
か
ら
平
成

二
十
六
年
度
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
十
四
名
の
隊
員

平
成
二
十
七
年
初
訓
練
飛
行

  

厚
木
航
空
基
地
支
援
団
体

　
　
　

  

連
絡
協
議
会
が
発
足
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と
隊
員
を
激

励
し
ま
し

た
。

　

Ｐ

－

１
型

哨
戒
機
は
、

Ｐ

－

３
Ｃ
型

哨
戒
機
の
後

継
機
と
し
て

平
成
二
十
五

年
四
月
か
ら

厚
木
航
空
基

地
の
第
五
十

一
航
空
隊
に

よ
っ
て
運
用

試
験
等
が
行

わ
れ
て
い
た
航
空
機
で
す
。
引
き
続
き
海
上
航
空
部
隊

の
希
望
の
翼
と
し
て
Ｐ

－

１
型
哨
戒
機
の
早
期
戦
力
化

を
目
指
し
て
、
厚
木
基
地
の
全
隊
員
が
一
丸
と
な
っ
て

様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
二
日
、
第
十
七
次
派
遣
海

賊
対
処
行
動
航
空
隊
及
び
第
二
次
派
遣
海
賊
対
処
行
動

支
援
隊
の
帰
国
行
事
が
厚
木
航
空
基
地
に
お
い
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊
司
令
草
野
２
佐
以
下
派

遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊
及
び
同
支
援
隊
隊
員
は
、
昨

年
十
月
に
出

国
し
、
日
中

五
十
℃
を
越

え
る
灼
熱
の

太
陽
の
も
と
、

肉
体
的
、
精

神
的
に
過
酷

な
勤
務
環
境

の
中
、
海
賊

対
処
行
動
に

従
事
し
、
約

五
か
月
ぶ
り

に
日
本
の
地

を
踏
み
ま
し

た
。

　

派
遣
海
賊

対
処
行
動
航

空
隊
は
、
島

国
で
あ
る
日

本
に
と
っ
て

重
要
な
補
給

線
で
あ
る
ア

デ
ン
湾
上
空

に
お
け
る
監

視
飛
行
に
従

事
し
、
商
船

な
ど
の
海
賊

被
害
未
然
防

止
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
七
月
に
新
編
さ
れ
た
派
遣
海
賊
対
処
行

動
支
援
隊
は
、
活
動
拠
点
の
維
持
・
管
理
な
ど
に
従
事

し
、
航
空
隊
の
任
務
遂
行
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

久
し
振
り
の
日
本
の
地
を
踏
ん
だ
隊
員
達
は
真
っ
黒

に
日
焼
け
し
、
任
務
完
遂
に
よ
る
自
信
と
経
験
か
ら
一

段
と
逞
し
く
な
っ
た
よ
う
に
映
り
ま
し
た
。

　

出
迎
え
た
隊
員
は
も
と
よ
り
、
再
会
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
ご
家
族
も
隊
員
達
の
元
気
な
姿
に
う
れ
し
さ
を

隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　

平
成
二
十

七
年
三
月
五

日
、
厚
木
航

空
基
地
内

マ
ー
カ
ス
グ

ラ
ン
ド
に
お

い
て
厚
木
航

空
基
地
サ
ッ

カ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日

は
、
小
春
日

和
の
温
か
い

天
候
に
恵
ま

れ
、
絶
好
の

大
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
厚
木
航
空
基
地
及
び
硫
黄
島
に
所
在
す

ロ
ン
へ
と
地
上
滑
走
し
、
整
列
し
た
隊
員
た
ち
に
出
迎

え
ら
れ
第
三
航
空
隊
格
納
庫
前
の
エ
プ
ロ
ン
に
到
着
し

ま
し
た
。
５
５
９
９
号
機
に
搭
乗
し
て
い
た
ク
ル
ー

も
、
当
日
付
第
五
一
航
空
隊
か
ら
第
三
航
空
隊
に
異
動

と
な
っ
た
隊
員
で
あ
り
、
長
い
間
Ｐ

－

１
の
開
発
、
運

用
試
験
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

森
竹
司
令

か
ら
、
Ｐ

－

１
が
無
事
に

配
備
さ
れ
た

報
告
を
受
け

た
第
四
航
空

群
司
令
（
二

川
達
也
海
将

補
）
は
、「
海

上
航
空
部
隊

の
希
望
の
翼

を
し
っ
か
り

と
育
み
、
更

に
飛
躍
さ
れ

た
い
。
よ
ろ

し
く
頼
む
。」

第
三
航
空
隊
（
司
令
・
森
竹
賢
全
１
等
海
佐
）
は
、

三
月
二
十
三
日
第
五
十
一
航
空
隊
か
ら
Ｐ

－

１
型
哨
戒

機
５
５
０
９
号
機
を
受
領
し
ま
し
た
。

桜
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
始
め
る
穏
や
か
な
天
候
の
中
、

同
日
付
第
五
十
一
航
空
隊
か
ら
第
三
十
一
飛
行
隊
長

に
着
任
し
た
富
田
一
成
２
等
海
佐
が
機
長
を
勤
め
る

５
５
０
９
号
機
は
、
ゆ
っ
く
り
と
東
側
か
ら
西
側
エ
プ

Ｐ

－

１
型
哨
戒
機　
　
　
　

　
　
　

第
三
航
空
隊
に
配
備

の
開
始
な
ど
、
第
四
空
群
に
と
っ
て
、
数
十
年
に
一
度

と
い
え
る
大
き
な
変
化
の
年
と
な
る
。
我
々
が
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
歩
み
始
め
る
道
は
、
決
し
て
平
穏
に
進
ん

で
い
け
る
と
は
限
ら
な
い
。
諸
官
に
は
、「
挑
戦
」
の

気
概
を
も
っ
て
、
そ
の
い
ば
ら
の
道
を
私
と
一
緒
に
歩

ん
で
も
ら
い
た
い
。」
と
訓
示
、
そ
の
後
、
搭
乗
員
達

は
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
搭
乗
し
、
隊
員
総
員
が
見
送

る
中
、
厚
木
航
空
基
地
を
離
陸
し
て
い
き
ま
し
た
。

近
年
ま
れ
に
見
る
快
晴
に
恵
ま
れ
、
厚
木
航
空
基
地

を
飛
び
立
っ
た
４
機
の
Ｐ

－

３
Ｃ
は
、
編
隊
を
組
み
富

士
山
周
辺
及
び
相
模
湾
上
空
を
約
４
時
間
に
わ
た
っ
て

訓
練
飛
行
し
、
上
空
か
ら
澄
み
渡
っ
た
世
界
遺
産
の
富

士
山
に
今
年
一
年
の
飛
行
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

ジ
ブ
チ
派
遣
隊
帰
国
行
事

厚
木
航
空
基
地
サ
ッ
カ
ー
大
会
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大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
致

し
ま
し
た
。
お
洒
落
な
シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
、
ス
ナ
ッ
ク
、

郷
土
料
理
、
お
寿
司
、
大
小
宴
会
場
な
ど
、
安
心
し
て

飲
食
で
き
る
お
店
の
情
報
が
満
載
で
す
！

　

活
動
報
告
や
当
協
力
会
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
、
随
時

更
新
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

沖
縄
は
既
に
梅
雨
が
明
け
た
よ
う
で
す
が
、
関
東
地

方
は
こ
れ
か
ら
が
梅
雨
本
番
で
す
。
九
州
等
で
は
既
に

集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
速
や
か
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
今
後

も
体
力
気
力
を
鍛
え
て
い
き
た
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
厚
木
航
空
基
地
隊　

総
務
班
長　

川
口
３
佐
）

上
自
衛
隊
初
の
一
般
公
開
と
な
っ
た
Ｃ

－

１
３
０
Ｒ

の
ラ
ン
プ
（
後
部
開
閉
部
）
を
用
い
た
自
衛
官
制
服

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
海
自
下
総
教
育
航
空
群
所
属

隊
員
に
よ
る
ミ
ニ
Ｐ

－

３
Ｃ
で
の
対
潜
水
艦
戦
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
喝
采
を
博
し
て
い
ま

し
た
。

　

四
空
群
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
派
遣
海
賊
対
処
行

動
航
空
隊
の
活
動
紹

介
、
制
服
試
着
、
結

索
体
験
、
手
旗
体
験
、

ラ
ッ
パ
吹
奏
展
示

が
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
厚
木
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は

バ
ン
ド
演
奏
、
飲
食

店
等
が
そ
れ
ぞ
れ
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

米
軍
に
よ
る
と
、

今
年
の
来
場
者
数
は

約
七
万
人
で
あ
り
、

昨
年
の
来
場
者
実
績

を
大
き
く
上
回
る
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。

わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は

初
の
日
米
共
催

と
な
り
、
四
空

群
と
し
て
は
平

成
二
十
三
年
の

「
ち
び
っ
子
ヤ

ン
グ
大
会
」
以

来
約
四
年
ぶ
り

の
基
地
開
放
行

事
と
な
り
ま
し

た
。

　

春
祭
り
の
名

に
相
応
し
い
さ

わ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
初
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
開
門
前
か
ら
長

蛇
の
列
が
で
き
、
開
門
後
は
日
米
の
航
空
機
展
示
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
会
場
が
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
エ
プ
ロ
ン
地
区
に
お
い
て
は
、
四
空
群
所
属
の
Ｐ

－

１
型
哨
戒
機
と
米
海
軍
Ｐ

－

８
哨
戒
機
の
並
列
展
示

を
は
じ
め
と
し
、
多
数
の
日
米
航
空
機
が
展
示
さ
れ
、

日
米
の
「
絆
」
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海

る
全
て
の

部
隊
に
米

軍
を
加
え
、

全
八
組
に
分

け
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
と

も
、
日
頃
か

ら
鍛
え
た
体

と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
活

か
し
て
健
闘

し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

試
合
中
は
、

自
衛
官
ら
し

く
闘
争
心
に

燃
え
、激
し

く
ぶ
つ
か
り

あ
う
場
面
も

あ
り
ま
し
た

が
、
プ
ロ
顔

負
け
の
プ

レ
ー
も
数
多

く
見
ら
れ
、

日
頃
の
練
習

の
成
果
が
存

分
に
発
揮
さ

れ
て
い
ま
し

た
。
全
て
の
チ
―
ム
が
優
勝
を
目
指
し
て
激
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
が
、
マ
ー
カ
ス
部
員
及
び
若
手
隊
員
を
豊

富
に
有
す
る
第
四
整
備
補
給
隊
が
一
歩
勝
り
、
激
戦
の

末
に
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
日
、
厚
木
航
空
基
地
内
に
お

い
て
、
米
海
軍
厚
木
航
空
施
設
（
以
下
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
厚
木
）

及
び
海
上
自
衛
隊
第
四
航
空
群
（
以
下
、
四
空
群
）
の

共
催
で
、「
日
米
親
善
春
祭
り
２
０
１
５
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
厚
木
主
催
で
行

日
米
親
善
春
祭
り
２
０
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
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